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	応用
	抗原情報
	背景
	EAT2は、遊離SRC（MIM 190090）相同性2（SH2）ドメインを介してリン酸化チロシンに結合することで、抗原提示細胞の表面に発現する受容体を介したシグナル伝達を制御します（Morra et al., 2001 [PubMed 11689425]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：プロフェッショナル抗原提示細胞の表面に発現する少なくとも4つの受容体（CD84、CD150、CD229、CD244）を介したシグナル伝達を制御する役割を果たします。,類似性：1つのSH2ドメインを含みます。,サブユニット：リン酸化受容体CD84、CD150、CD229、CD244に結合します。非リン酸化CD150には結合しません。,
	研究分野
	ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害性;
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	SH2D1B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

